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　【目的】本研究では、近赤外分光法（NRS）を用
い、ストレッチング、特にその実施時間の相違が筋組織
中の血流動態（blood　volume；B．V．）や酸素動態
（oxy－Hb∠Mb）に及ぼす影響について検討を加えた。
　【方法】対象は22～31歳の健；康な一般男子5名
を用いた。ストレッチングは手関節を90。前後背屈させ、
痛みを伴わない程度の前腕屈筋群のストレッチングを、
それぞれ1）45秒×1セット2）90秒×1セットの2条件と
し、少なくとも1日以上の間隔をあけた後ランダムに
行った。測定は右腕の前腕屈筋群にNRSを固定し、
安静時（2分間）、ストレッチング中とその直後からの回
復時（10分間）とし、測定領域中の血流動態（B．V．）、
酸素動態（oxy－Hb／Mb）の変動を観察した。また各
条件下における前腕部の血流量もインヒ。一ダンス法（イン
ヒ。一ダンスフ．レスチモグラフ、微分ユニット：日本光電社製）に
て連続的に測定し、特に回復時における変化を
NRSの結果と併せて検討した。
　【結果及び考察】各条件下におけるB．V．及び
oxy－Hb／Mbは、ストレッチング“直後より低下し、ストレッチン
グ中を通してその低下を維持していた。そしてスト
レッチング直後より逆に上昇しその程度は安静時レベル
を上回っていた。回復時におけるB．V．の変動を見
ると45秒時では安静時に比べて高い値を示したも
のの90秒時では逆に低いレベルにあった。回復時10
分間におけるB．V．の変化量の累積値を見ると45秒
時（64．3±35．7）が90秒時（一84．2±48．8）に比べて
有意に高い値（p＜0．05）を示しており、45秒時では
全ての対象が安静レベルを上回ったものの、逆に90
秒時では4名が安静時を下回っていた。一方、回
復時における前腕血流量は、いずれの条件下にお
いても差異は見られず、同程度の変動を示してい
た。
　以上の結果から、実施時間の相違によりストレッチン
グ“の及ぼす筋組織への効果（B，Vの変動）も異なり、
実施時間の延長はB．V．を減少させる。したがって
実施時間の：違いは筋組織中の血流配分に差異を生
じさせるものと思われる。
　B細胞を抗一抗原受容体抗体で刺激すると、src
ファミリー　チロシンキナーゼ（PTK）が活性
化され、続いて細胞内Ca　2“の上昇、抗原レセプ
ターのキャッピング、インターナリゼーション等
が認められる。　今回我々は細胞内Ca　a＋の変化
に着目し、Ca2＋インディケーターとしてFlu
o3を用い、抗原受容体を介した刺激に対するB
a117マウスBリンフォーマ細胞の細胞内Ca
2“ﾌ動向を調べた。　PTK特異阻害剤のハービ
マイシンAによって細胞内Ca2＋の上昇が抑制さ
れることは水口らによる報告があるが、今回細胞
内に直接抗体を注入し、Ca2＋上昇に関与してい
るPTKを同定する系の作成を試みた。　先ず未
処理のBa117細胞に抗IgM抗体で刺激を与
えて細胞内Ca　2“の変化をACAS570で測定
すると、刺激直後に急激なCa・2“の上昇を示し、
その後40秒以内に刺激前のレベルまで減衰した。
　抗体をB細胞内に導入する細胞注射法は、ヒト
赤血球と任意の抗体を透析チューブに入れ6倍希
釈リバースPBSで透析して赤iiR球を低張で膨潤
させ、膜透過性を上げて抗体を赤盗心内に導入す
る。　次いでPBSで透析して等張に戻し赤血球
膜を修復する。　こうして作成した抗体を含ませ
た赤血球ゴーストとB細胞を融合させB細胞内に
抗体を導入する。　この細胞注射法を用いて抗リ
ン酸化チロシン抗体をBa1－17細胞に注入し、
抗原刺激を与えた処抗体5ng／108RBCま
ではCa2＋の上昇を阻害したが、0．5ng／1
08RBCでは効果がなかった。　一方対照とし
て抗卵白アルブミン抗体を用いた場合Ca2“の変
動に影響を与えなかった。　これらの事実は抗原
受容体を介するCa2＋の上昇にチロシンリン酸化
の関与を示唆する。　今後更に各種PTK抗体を
用いてCa　2“上昇に関与するPTKを同定したい。
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